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安　藤　直　紀　教授
（論文）　Multinationals’ intraregional geographic expansion and foreign subsidiary performance．

International Business Review, 33(1), 102208，2024 年
（学会発表、 論文）　Managers like migratory birds: language proficiency, identification, and 

leaving for the next place (with Suzuki, M. & Nishikawa, H.)．European International 
Business Academy Conference，2024 年 12 月

（学会発表、 論文）　Heterogeneity or homogeneity? The distance paradigm in shaping the 
strategies for MNEs’ foreign investment and financial institutions’ cross-border lending 
(with Sato, T.)．Academy of International Business Asia Pacific Regional Conference，
2024 年 12 月

（学会発表、 論文）　Intraregional geographic diversification and the staffing of foreign 
subsidiaries．Academy of International Business Conference，2024 年 7 月

（学会発表、 論文）　The use of digital tools in MNEs’ intra-organizational communication (with 
Suzuki, M., Ebisuya, A., Nadayama, N., & Nishikawa, H.)．Association of Japanese 
Business Studies conference，2024 年 7 月

（学会発表、 論文）　Why do migratory birds stir up trouble? (with Suzuki, M. & Nishikawa, H.)．
Association of Japanese Business Studies conference，2024 年 7 月

池　田　宏一郎　教授
（論文）　A note on omega-categorical stable theories， 京 都 大 学 数 理 解 析 研 究 所，RIMS 

Kokyuroku 2308，35-39，2025 年 3 月
（論文）　Groups in generic structures，京都大学数理解析研究所，RIMS Kokyuroku 2307，26-

30，2025 年 3 月
（学会発表）　無限の重みをもつ安定な理論に関する注意，日本数学会，日本数学会年会（早稲田

大学早稲田キャンパス），2025 年 3 月
（講演）　On types with the tree property，鹿児島大学理学部，鹿児島モデル理論研究会，2025

年 3 月
（講演）　A note on stable theories having a type of weight omega，京都大学数理解析研究所，

RIMS workshop，2024 年 12 月
（講演）　ジェネリック構成法，筑波大学，筑波大学数学談話会，2024 年 11 月
（学会発表）　重み無限のタイプをもつ安定な理論について，日本数学会，日本数学会秋季総合分

科会（大阪大学豊中キャンパス），2024 年 9 月

魚　住　智　広　准教授
（事典）　ジュニア・ユース期のスポーツ環境，丸善出版，『スポーツ社会学事典』、p.518-519，

2025 年 3 月

Jana Urbanova（ヤナ・ウルバノヴァー）　准教授
（学会発表）　琉歌と和歌の表現比較研究 ─「秋」と「紅葉」をめぐって─，沖縄文化協会，

2024 年度公開研究発表会，2024 年 6 月
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（招待講演）　情緒あふれる琉歌の世界，法政大学沖縄文化研究所，2024 年度総合講座「沖縄を
考えるＢ」，2024 年 10 月

（招待講演）　スロバキアの言語と文化，成城大学，世界の言語と文化，2024 年 12 月

戎　谷　　　梓　准教授
（論文）　The Potential of Project-Based Teaching in Virtual Teams in Universities: Educational 

Benefits Expected in the Post-Pandemic Era.，法政大学経営学会，『経営志林』、第 61 巻、
第 4 号、pp.1-12，2025 年 1 月

（口頭発表）　社会的交換関係が従業員のワークエンゲージメントに与える影響―IT 業界で働く
在日中国人従業員を対象にした質的分析―，経営行動科学学会，2024 年 11 月

（口頭発表）　The use of digital tools in MNEs’ intra-organizational communication.，Association 
of Japanese Business Studies，2024 年 7 月

川　島　健　司　教授
（学会発表）　内部留保概念の多様性：経営者、従業員、株主、社会のそれぞれの論理，日本会計

研究学会，第 83 回大会, 早稲田大学，2024 年 8 月 27 日
（学会発表）　なぜ「内部留保＝現金保有高」という誤解は払拭できないのか：簿記教育における

利益剰余金の説明方法に関する一考察，日本簿記学会，第 40 回全国大会, 神戸大学 六甲
台キャンパス，2024 年 9 月 1 日

（論文）　内部留保の説明方法に関する一考察 ―「内部留保＝現金保有高」という誤解はなぜ生
まれ、いかに払拭できるか，産業経理協会，『産業経理』第 83 巻, 第 3 号, pp.47-59，
2024 年 10 月

（講演）　内部留保の多角的考察 ―概念・歴史・実態・帰属・課税，専修大学，2025 年 1 月 14
日

金　　　容　度　教授
（論文）　日米企業スステムの比較史序説（6）－雇用及び労使関係の日米比較史 4：戦間期（中），

法政大学経営学会，『経営志林』、第 61 巻第 1 号、pp.43-75，2024 年 4 月
（論文）　The History of the U.S. Tire Industry in the Prewar Period，法政大学イノベーション ･

マネジメント研究センター，WORKING PAPER、No.264 、pp.1-34，2024 年 7 月
（学会報告）　日立製作所の事業構造改編と組織改革（『総合電機企業の形成と解体：戦略と組織に

関する理論の歴史的検討』），経営史学会，東北ワークショップ（東北大学），2024 年 4 月
20 日

木　村　純　子　教授
（論文）　日本版テリトーリオの創出 : 都市農業の多面的機能と地域コミュニティ形成，法政大学

イノベーション・マネジメント研究センター，『法政大学イノベーション・マネジメント
研究センター・ワーキングペーパー』269,1-20，2025 年 2 月

（論文）　イタリアのテリトーリオの機能 : EU の学校給食事業を手がかりに，法政大学イノベー
ション・マネジメント研究センター，『法政大学イノベーション・マネジメント研究セン
ター・ワーキングペーパー』265, 1-25，2024 年 10 月

（論文）　『南イタリアの食とテリトーリオ : 農業が社会を変える』発刊記念国際シンポジウム講
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演録，法政大学イノベーション・マネジメント研究センター，『法政大学イノベーショ
ン・マネジメント研究センター・ワーキングペーパー』262, 1-64，2024 年 7 月

（論文）　日本版テリトーリオ戦略モデルへの試論 : 地域中小乳業メーカーの事例を手がかりに，
法政大学イノベーション・マネジメント研究センター，『法政大学イノベーション・マネ
ジメント研究センター・ワーキングペーパー』261, 1-32，2024 年 6 月

（基調講演）　テリトーリオが実現する持続可能な地域づくり，岩手大学，科学技術振興機構
(JST) ｢共創の場形成支援プログラム (COI-NEXT)「いわて畜産テリトーリオ」キックオ
フシンポジウム，2025 年 1 月

倉　田　俊　彦　教授
（論文）　An algebraic counterpart of Kripke semantics based on completely prime elements，京

都大学数理解析研究所，RIMS Kôkyûroku (New frontiers of proof and computation), Vol. 
2293, pp. 160-163，2024 年 10 月

（研究発表）　On Reynolds-Hurkens-Coquand Paradox and T-algebras，京都大学数理解析研究
所，RIMS Workshop on Semigroups, Algebras, Languages and Related Areas in Computer 
Science，2025 年 2 月

（研究発表）　On Reynolds-Hurkens-Coquand paradox，早稲田大学，日本数学会年会（数学基礎
論および歴史分科会），2025 年 3 月

近　能　善　範　教授
（教科書）　コア・テキスト イノベーション・マネジメント 新訂版，新世社，2024 年 9 月

佐　藤　陽　子　教授
（学会口頭発表）　Students’ Perceptions of Using ChatGPT for University Studies: A Pilot Study，

21st Century Language Teaching Conference 2024，2024 年 10 月

高　橋　　　慎　教授
（論文）　Forecasting Daily Volatility of Stock Price Index Using Daily Returns and Realized Vola-

tility，Elsevier，Econometrics and Statistics, 32, p34-56.，2024 年 10 月
（書籍）　データ分析のための統計学の基礎，新世社，2024 年 12 月

長　岡　　　健　教授
（論文）　実践と学習のグラデーションに着目した PBL のデザイン，コンピュータ利用教育学会，

『2024 PC カンファレンス 論文集』、p141-144，2024 年 8 月
（講演）　「同じ時間、同じ空間に集う」ことの意味，三菱地所，丸の内サマーカレッジ 2024，

2024 年 8 月
（講演）　人材組織マネジメント：フラット化の進展と新しいリーダー象，法政大学人事部，職員

の学びプログラム，2024 年 8 月
（講演）　管理職から経営人材へ：マネジャーをアンラーンする，丸善雄松堂，人間力育成カリ

キュラム，2024 年 11 月
（インタビュー）　組織に縛られずに自由に生きる「体質改善型アンラーニング」のすすめ，日本

能率協会マネジメントセンター，『Learning Design』、2024 年 9-10 月号、p26-29，2024
年 9 月
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中　西　善　信　教授
（MISC）　Empower and legitimate talents’ learning activities，Emerald，The Learning Organiza-

tion, 31(4), 630-636，2024 年 6 月
（MISC）　Support and connect employees to facilitate learning，Emerald，The Learning Organi-

zation, 31(5), 789-796，2024 年 7 月
（論文）　Nature and consequences of “government infallibility” in Japan: Analysis of newspapers’ 

narrative，Tailor & Francis，Cogent Social Sciences, 10(1), Article: 2385054，2024 年 8
月

（書籍）　ソフトウェアで学ぶ QCA「質的比較分析」入門，中央経済社，2024 年 10 月
（公開レクチャー）　使って学ぶ QCA（質的比較分析）入門，経営行動科学学会，経営行動科学学

会第 27 回年次大会，2024 年 11 月
（MISC）　Organizational learning beyond original goals: building a learning platform that values 

human dignity and well-being，Emerald，The Learning Organization, 32(2), 350-358，
2025 年 3 月

（公開レクチャー）　フリーソフト（fs/QCA）を使って学ぶ質的比較分析（QCA: qualitative compar-
ative analysis），産業・組織心理学会，産業・組織心理学会 第 4 回 JAIOP 研究力向上セミ
ナー，2025 年 3 月 1 日

新　倉　貴　士　教授
（学会報告）　「ブランドの世界観」とは何か：その意味・役割に関する考察と今後の研究課題，

日本マーケティング学会，第 13 回マーケティングカンファレンス 2024，2024 年 10 月
（基調講演）　EC 市場攻略に向けた消費者行動論：ロイヤルティ、愛着、コミュニティ、エン

ゲージメントの再考，文藝春秋，文藝春秋カンファレンス「真実の瞬間」第 15 弾，2025
年 3 月

西　川　英　彦　教授
（論文）　Innovation by Retail Store Salespersons: A Co-Creation Project in United Arrows (with 

Y. Watanabe)，Quarterly Journal of Marketing, 44(2),182-19，2024 年 9 月
（学会発表・論文・査読有）　Why do migratory birds stir up trouble? (with N. Ando & M. Su-

zuki)，36th Annual Conference of the Association of Japanese Business Studies (AJBS)，
2024 年 7 月

（学会発表・論文・査読有）　The use of digital tools in MNEs’ intra-organizational communica-
tion (with M. Suzuki, N. Ando, A. Ebisuya, N. Nadayama)，36th Annual Conference of the 
Association of Japanese Business Studies (AJBS)，2024 年 7 月

（学会発表・査読有）　The Power of Labels: Optimizing Information Strategies for Crowdsourced 
Products (with S. Okada)，Open and User Innovation Conference 2024，2024 年 8 月

（学会発表・査読有）　Kaizen event to mine undergrounded user innovation (with R. Yonemitsu 
& S. Okada)，Open and User Innovation Conference 2024，2024 年 8 月

（学会発表・論文・査読有）　Managers like migratory birds: Language proficiency, identification, 
and leaving for the next place (with N. Ando & M. Suzuki)，European International Busi-
ness Academy (EIBA),，2024 年 12 月

（学会発表）　「コミュニティフレーミングの効果 － クラウドソーシングの敗者への負の影響の
緩和 －」，日本マーケティング学会 ユーザー・イノベーション研究会，2024 年 11 月
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（学会発表）　「「戦略」としてのユーザー・イノベーション」，日本マーケティング学会 三都市カ
ンファレンス，2025 年 3 月

（シンポジウム講演）　「経営学領域の若手研究者の育成における現状と課題：商学領域」，経営関
連学会協議会 第 21 回公開シンポジウム，2024 年 12 月

（シンポジウム講演）　「企業内リードユーザー法の位置付け」，法政大学イノベーション・マネジ
メント研究センター シンポジウム，2025 年 3 月

韓　　　載　香　教授
（ワーキングペーパー）　Dynamics of Ethnic Korean Entrepreneurs in Japan，法政大学イノベー

ション・マネジメント研究センター，No.263，2024 年

洞　口　治　夫　教授
（学会報告）　“The missing economic sanctions: DID analysis on Japanese FDI in Russia and 

Ukraine,” Session 1.4, 10:40-12:10, Association of Japanese Business Studies (AJBS), 
2024, 36th Annual Conference, Seoul, South Korea, July 2, 2024. （査読有）

（学会報告・パネルセッション）　“30 Years of Hybrid Factory: Japanese FDI and World Automo-
tive Industry,” Tetsuji Kawamura, Masato Itohisa, Tomasz Olejniczak と の 共 同。Panel 
session 3.4., 15:00-16:30pm, Association of Japanese Business Studies (AJBS), 2024, 36th 
Annual Conference, Seoul, South Korea, July 2, 2024. （査読有）

（学会プロシーディングス・論文要旨）　“30 Years of Hybrid Factory: Japanese FDI and World 
Automotive Industry,” Haruo H. Horaguchi, Tetsuji Kawamura, Masato Itohisa, Tomasz 
Olejniczak. Association of Japanese Business Studies (AJBS), 36th Annual Conference Pro-
ceedings, Seoul, South Korea, 2024, pp.395-406. （査読有） https://ajbs.org/proceedings- 
for-members/

（学会報告・パネルセッション）　“30 Years of Hybrid Factory: Japanese FDI and World Automo-
tive Industry,” Tetsuji Kawamura, Masato Itohisa, Tomasz Olejniczak との共同。Present-
ed on July 4, 2024, 16:15-17:30 pm in the Academy of International Business (AIB), 2024, 
Seoul, South Korea, July 2-6, 2024. 報告日時は、現地時間 2024 年 7 月 4 日、16:15-17:30 
pm. （査読有）

（論文）　Organization philosophy: A study of organizational goodness in the age of human and ar-
tificial intelligence collaboration. AI & Society: Knowledge, Culture and Communication 
(2024), Published online on the 3rd of June 2024, pp.1-13. DOI, https://doi.org/10.1007/
s00146-024-01980-6（査読有）  

（編著書）　『企業経営の国際展開』原田順子との共編著、放送大学教育振興会、2025 年 3 月 20
日。第 2 章、第 3 章、第 4 章、第 5 章、第 7 章、第 8 章、第 12 章、執筆担当。

山　嵜　　　輝　教授
（論文（査読付き））　Subjective probability distributions of nonlinear payoffs: Recovering option 

payoff, agent's utility, and pricing kernel distributions，Elsevier，North American Journal 
of Economics and Finance, Vol.76, Article 102362，January 2025




